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８日(木)冬型の気圧配置が続く
千島近海の発達した低気圧の動きは
遅く，新千歳空港は暴風雪のため乗客
が夜明かし．山陰以北の日本海側は
雨や雪が続き，太平洋側は晴れ．宮
城県白石で最大瞬間風速34m/s．

９日(金)北海道は冷え込み弱い
沖縄・奄美と西～北日本の日本海側
は雲に覆われ，雪や雨の所が多い．
その他の地方は概ね晴れ．前日に続
き，北海道は所々で最低気温が４月
中旬並．北海道で震度４．

10日(土)冬型続く
冬型の気圧配置が続き，山陰以北の
日本海側で曇りや雪．九州や関東甲
信では晴れたが，寒気に伴う雲が流
入した近畿や東海は一部で雨．北海
道羅臼で最大瞬間風速31.3m/s．

11日(日)福井県で竜巻
冬型の気圧配置の中，日本海の低気圧
が本州を通過．北日本の日本海側は雪．
山陰～北陸は雨から雪や雷に．福井
県坂井市とあわら市でF1，F0の竜
巻．長野県小谷で日降雪量40cm．

12日(月)網走で流氷初日
冬型の気圧配置が強まり日本海側は
雪，西日本は太平洋側でも所々で雪や
雨．東～北日本は風が強く，栃木県那
須大島で最大瞬間風速27.7m/s．網
走で平年より９日早い流氷初日．

13日(火)西から冬型緩む
西～北日本の日本海側を除きほぼ晴
れ．北日本は寒気が抜けて最低気温
の高い所が多く，北海道枝幸町歌登
では平年より10.2℃高い－5.3℃．カ
ロリン諸島近海で台風第１号発生．

14日(水)冬型崩れる
１月７日から続いた冬型の気圧配置
が崩れ，低気圧が九州に接近．雨域
は沖縄・奄美から西日本にかかり，
その他の地方は高気圧に覆われ概ね
晴れ．熊本市でツバキ開花．

15日(木)南岸低気圧通過
低気圧が発達しながら東北東進，九
州～東北南部で雨や雪．甲府，前橋な
どで積雪．高知県室戸市佐喜浜で54
mm/1h等，主に西日本の107地点で
１時間降水量の１月の１位を更新．

４日(日)気圧の谷通過
沖縄・奄美と西日本は高気圧に覆わ
れ概ね晴れ．北海道も冬型の気圧配
置が弱まり晴れた所が多い．東日本，
東北は気圧の谷に伴う雲域が通過
し，日本海側で雪や雨．

５日(月)高気圧に覆われる
移動性高気圧に覆われ北日本の日本
海側を除き概ね晴れたが，夜には西日
本に気圧の谷が接近し雲が広がる．気
温が上がり，最高気温は北海道の一
部を除き３月並となった所が多い．

６日(火)雨の小寒
低気圧や前線の通過で全国的に雨．
朝の最低気温及び日中の最高気温は
全国的に平年より高く，３月～４月
並の暖かさ．松山市でウメ開花．石
垣市でヒカンザクラ開花．

７日(水)風が強い一日
低気圧の発達に伴い，北日本は猛ふ
ぶき．北海道えりも岬で最大瞬間風
速43m/s．朝の最低気温は平年より
高かったが，日中の最高気温は全国
的に平年並～平年より低い．
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2015年１月
・１日～３日，強い寒気が流入し，全
国的に気温が平年を大幅に下回る．
全国927地点中，750地点以上で冬
日，250地点以上で真冬日．

・30日，本州南岸を通過した低気圧の
影響で関東甲信～東北太平洋側は
平地でも積雪．東北太平洋側では日
降雪量20cm以上となる大雪．

(気象庁予報部予報課)

１日(木)寒い寒い元日
冬型の気圧配置が強まり，強い寒気が
入って日本海側は雪，長野県小谷で
日降雪量64cm．太平洋側も雪が降
り最高気温は５℃前後となった所が
多い．下関で初氷．北海道で震度４．

２日(金)全国的に寒い雪の一日
日本海側は雪，西日本～東海や東北
は太平洋側も雪．気温は低く，全国
の約３割にあたる313地点で真冬日．
青森県，北海道は196地点全てで真冬
日．北海道滝上で最低気温－27.6℃．

３日(土)冬型の気圧配置緩む
西から移動性高気圧が張り出し，冬
型の気圧配置が緩む．上空の寒気の
峠は越え，日本海側の雪は弱まる．
放射冷却が加わって最低気温は全国
的に低く，784地点で冬日．



2015年３月

24日(土)沖縄に寒気
沖縄・奄美～東日本は高気圧に覆わ
れて晴れ．北日本も太平洋側では概
ね晴れ．北陸は低気圧が接近し夜に
雨や雪．寒気により，沖縄の28地点
中13地点で最低気温が10℃未満に．

25日(日)穏やかな一日
高気圧に覆われ風は弱く，全国的に晴
れ．朝の最低気温は，冷え込んだ東
北北部を除きほぼ平年並．日中の最
高気温は全国的に平年より高め．静
岡市で平年より５日遅くウメ開花．

26日(月)天気下り坂
未明に九州で雨が降り出し，夜には
東日本も雨．全国的に最低・最高気
温とも３月中旬～４月上旬並の所が
多く，九州の一部では最低気温が５
月上旬並．東京でウメ開花．

27日(火)３月～４月並の気温
暖気の流入により全国的に最低・最
高気温は３～４月並と高く，昨年12
月１日以来の真冬日地点ゼロ．沖縄
県宮古空港で48.5mm/1h，日降水
量157.5mm．九州各地でウメ開花．

28日(水)次第に冬型に
日本海側は雪や雨．太平洋側は概ね
晴れたが，近畿や関東の所々で雨や
雪．前日の暖気が残り最低気温は北
日本の日本海側を除き全国的に平年
より高い．長崎市でウメ開花．

29日(木)冬型すぐに緩む
沖縄は湿った気流により雨．西日本
は夜に低気圧が発生，雨域広がる．
東～北日本は太平洋側を中心に概ね
晴れたが，日本海側は所々で雪．那
覇市，奄美市でヒカンザクラ満開．

30日(金)南岸低気圧で雪や雨
低気圧が日本の南岸を通過し全国的
に雪や雨．東京３ cm，甲府６ cmな
ど東日本太平洋側の一部で積雪．東
北太平洋側では，仙台23cmなど日
降雪量20cm以上となる大雪．

31日(土)低気圧，急速に発達
三陸沖の低気圧が発達，日本付近は強
い冬型の気圧配置に．北陸～北日本を
中心に暴風雪や大雪．北海道根室市
弥栄町で最大瞬間風速29.1m/s．岐
阜県白川村で日降雪量54cm．

16日(金)厳しい寒さ一服
低気圧が去って風もおさまる．太平
洋側は概ね晴れ，日本海側も雨や雪
は弱く，概ね穏やかな天気．気温は
平年より高く，最低気温は全国的に
３月並の所が多い．

17日(土)冬型の気圧配置強まる
低気圧発達に伴い次第に冬型の気圧
配置が強まり北日本は暴風雪．山形県
酒田市飛島で最大瞬間風速30m/s．
群馬県みなかみ町藤原で日降雪量60
cm等，東日本の山沿い中心に大雪．

18日(日)冬型緩む
冬型の気圧配置が西から緩み，北日本
日本海側の雪を除き概ね晴れ．大学
入試センター試験は北海道の一部で
雪のため開始時間を遅らせた．北海
道羅臼で最大瞬間風速33.8m/s．

19日(月)低気圧通過
台風から変わった熱帯低気圧に伴う
雨域が先島諸島にかかる．西～東日
本の日本海側は冬型の気圧配置で，
雨や雪の所が多く，太平洋側は概ね
晴れ．北日本は低気圧が通過して雪．

20日(火)西～東日本は冬型緩む
北日本は冬型の気圧配置で日本海側
は雪．日本海に高気圧が張り出して，
山陰～北陸は午後から次第に雨や雪
がおさまる．九州，四国と近畿～東
北の太平洋側は，ほぼ晴れ．

21日(水)関東，気温上がらず
関東は朝から雪や雨で，最高気温は
平年より４～５℃低く東京では平年
より5.5℃低い3.8℃．最低気温は，
福島県南会津町田島で－19.7℃とな
り観測史上１位．神戸で初霜．

22日(木)宮古島でサクラ開花
低気圧の東進に伴い西日本から東日
本へと雨域が広がり，山間部は雪の所
も．中国地方は雨量が多く，岡山県
真庭市上長田で73mm等，４地点で
日降水量の１月の１位記録を更新．

23日(金)低気圧が急速に発達
冬型の気圧配置強まる．北海道の根
室，網走地方を中心に暴風雪，大雪．
根室市厚床で日降雪量51cmとなり
史上１位を更新．桜島で爆発的噴火，
噴煙4000ｍ以上は前年６月以来．
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2015年１月７日，北海道西岸付近を南下した発達し

た低気圧などの影響で，えりも岬で最大瞬間風速43.0

m/s（１月極値２位）が観測されるなど，北日本では

沿岸部を中心に20m/s以上の非常に強い西寄りの風

が吹いた．各地で暴風雪・暴風，猛ふぶきによる被害

が出て，秋田県では暴風や雪の重みにより電線が破損

し，広範囲で停電となり，最大約４時間続いた所が

あった．また，東北新幹線が一部運転を見合わせるな

ど，交通機関も混乱した．

第１図は７日12時（日本時間）の東北地方付近にお

ける可視画像である．三陸沖には細い針金を東西走向

に規則正しく並べたような長さ約300km，間隔約

20～30kmの筋状の雲列が見られる（同図A付近）．

この筋状の雲列は顕著な寒気移流に伴うもので，同日

明け方から夕方頃にかけて同海域で確認されたが，本

州の太平洋側でこの画像のように顕在化することは少

ない．一般に筋状の雲列が形成されやすい条件として

は，①高度に伴う風向変化が小さい，②風速の極大値

近傍には大きな鉛直シアーが見られる，などがあげら

れている．そこで，同日09時の三沢における高層観測

データを見ると，中下層には強い寒気が流入し，顕著

な安定層が430～640hPa付近に形成されていたこと

がわかる（第２図a）．安定層下端の高度は T （等

価黒体温度）から推定した筋状の雲列の雲頂高度にほ

ぼ対応していた．また，混合層内における風向は

270～280°と一定で，風速は840～900hPa付近で50kt

（１kt＝0.51m/s）を超え，この高度以下では鉛直シ

アーが比較的大きくなっており，上述の条件に近い状

況であったと推察される（同図b）．

（気象庁予報部予報課 木下 仁)
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今月のひまわり画像―2015年１月

三陸沖で顕在化した筋状の雲列

第１図 2015年１月７日12時（日本時間）の東北地方付近における可視画像（記号については本文参照）．

第２図 ７日09時の三沢における中下層の(a)気温
(太線），露点温度（細線），(b)風速（太
線)，風向（細線）の鉛直プロファイル．
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